
環境科学研究センターで整備している「北海道野生生物分布データベース（鳥類）」の概要と使用文献リスト

１．はじめに

　野生生物種の分布の調査は、経費・労力・能力等の制約
から、自力で得られるデータが限られる。その一方で、以
前から様々な主体によって多様な調査が実施され、論文や
報告書等が作成されている。これらの情報を集約すること
で分布の概要を把握することができる。
　環境科学研究センターでは、1994年の画像解析及び地理
情報システム（ＧＩＳ）導入を契機として、北海道内の自
然環境情報の総合的な活用システムの検討を開始した１）。
その検討を踏まえ、北海道及び北海道立総合研究機構の事
業の一環として、文献等から得られる情報をもとに、植物
では高等植物、動物では哺乳類、鳥類、両生類、爬虫類、
魚類、一部の昆虫を対象に、野生生物種の分布に関するデ
ータベースの構築を進めてきた。
　このデータベースは「北海道野生生物分布データベース」

（以下、分布ＤＢという。）と称し、当センターでの研究に
使用するほか、国・道などの行政機関内での施策検討のた
めの情報として提供してきた。しかし、分布ＤＢのデータ
源になった文献のリストは公表していなかった。近年は、
大学等の研究機関との共同研究において分布ＤＢを活用す
る機会が増えつつあり、データ源の文献リストの情報が必
要となっている。
　分布ＤＢのデータ源である文献リストは、これまで整理
が不十分であり、分類群ごとに再整理を進める必要があっ
た。ここでは最初の取り組みとして、比較的データ件数が
多く、共同研究による活用の機会が最も多い、鳥類につい
てとりまとめたのでデータの概要とともに報告する。また、
鳥類に限らず野生生物分布のデータベースを作成する上で

留意すべき点についても述べる。

２．「北海道野生生物分布データベース（鳥類）
2013」の文献リスト

　分布ＤＢのデータは、随時、追加・更新を進めているが、
どの時点のデータを使用して解析等を実施したかによって
対象の文献等が異なり、解析結果も異なってくることから、
2012年６月までの鳥類の入力データを整理し、「北海道野
生生物分布データベース（鳥類）2013」として取りまとめた。
　鳥類の分布データは、分布ＤＢに電子データで入力済み
のものが全体で50万件余りあるが、このうち、再確認・
再整理等が必要なものを除き、約30万件（29万9,773件）
のデータを「北海道野生生物分布データベース（鳥類）
2013」の調査情報（鳥類）テーブルに格納している。
　使用した文献等の数は261編で、以下のとおり、便宜上、
論文等、単行本・報告書等、雑誌・会報等に分けて記した。
なお、文献として公表されていない現地調査データで調査
者から提供を受けたものについては、データのまとまりご
とにデータセットとしての名称を付け、このリスト上では
雑誌・会報等に含め、調査者、データセット名、データセ
ットのとりまとめ年を表示している。

２．１　文献リスト（論文等）
Fujimaki Y. and M. Hikawa:Bird Community in a Natural 

Mixed Forest in Central Hokkaido during Breeding 
Season, 山階鳥類研究所研究報告, Vol.14, No.2/3, pp.206-
213, 1982

Fujimaki Y., A. Toda and S. Yoshida:Records of the Rosy 
Finch （Leucosticte actoa） and pine Grosbeak （pini cola 
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（財）日本野鳥の会「特殊鳥類調査（エトピリカ　チシマウ

ガラス　オオワシ　オジロワシ）」, 1991.
根室市教育委員会「根室市鳥類生息調査報告書」, 2005.
根室市教育委員会「ユルリ島・モユルリ島における鳥類調

査」, 1973.
農林水産省,北海道開発局「夕張シューパロダム建設事業

環境影響評価書」, 1995.
函館恵山ゴルフクラブ株式会社「函館恵山ゴルフクラブ事

業計画に係る環境影響調査書」, 1993.
美幌カントリー倶楽部株式会社「美幌カントリー倶楽部開

発事業に係る環境影響調査書」, 1994.
別海町野付半島ネイチャーセンター「野付半島鳥類繁殖調

査　平成15年度野付半島（標津町/別海町）における鳥
類の繁殖状況についての調査報告書」, 2003.

北海道「石狩川水系当別川当別ダム建設事業環境影響評価
書」, 1993.

北海道「石狩湾新港地域に係る環境影響評価書（確定）」, 
1997.

北海道「一般道道静内中札内線道路事業調査計画路線沿い
動植物等現況調査報告書」, 1982.

北海道「札幌圏都市計画東雁来第2土地区画整理事業環境
影響評価準備書」, 1994.

北海道「札幌圏都市計画屯田中部土地区画整理事業環境影
響評価書」, 1993.

北海道「自然公園総合調査（富良野芦別道立自然公園）報
告書」, 1984.

北海道「主要道道千歳鵡川線（苫小牧圏都市計画道路３・
２・401厚真大通）整備事業に関する環境影響評価書」, 
1981.

北海道「暑寒別、天売、焼尻国定公園指定促進調査（自然
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環境）報告書（動物編）」, 1984.
北海道「庶路ダム建設事業に係る環境影響評価書（確

定）」, 1991.
北海道「新紋別空港整備事業に係る環境影響評価書」, 

1993.
北海道「「すぐれた自然地域」自然環境調査報告書　道東

圏域（平野・海岸部）」, 1994.
北海道「「すぐれた自然地域」自然環境調査報告書　別寒

辺牛湿原　別当賀川下流域」, 1992.
北海道「タンチョウ特別調査報告書」, 1986.
北海道「千歳恵庭圏都市計画黄金土地区画整理事業環境影

響評価書」, 1994.
北海道「女満別空港拡張整備事業に係る環境影響評価書」,
　1994.
北海道「野鳥生息環境実態調査報告書　風蓮湖」, 1980.
北海道「ラムサール条約登録予定湿地鳥類等生息調査報告

書　昭和53年度」, 1979.
北海道, 北海道自然保護協会「道立自然公園総合調査（厚

岸道立自然公園）報告書」, 1986.
北海道開発局「一般国道229号（積丹町・神恵内村地内）

整備事業環境影響評価報告書」, 1985.
北海道開発局「牛朱別川分水路建設事業環境影響評価報告

書（案）」, 1984.
北海道開発局「沙流川総合開発事業（二風谷ダム・平取ダ

ム）環境影響評価報告書」, 1982.
北海道開発局「滝里ダム建設事業環境影響評価報告書」, 

1983.
北海道開発局「天塩川水系サンルダム建設事業環境影響評

価準備書」, 1994.
北海道開発局「留萌川水系留萌ダム建設事業環境影響評価

書」, 1989.
北海道開発局帯広開発建設部「一般国道274号日高町、清

水町日勝峠自然環境調査報告書」, 1986.
北海道開発局札幌開発建設部「一般道道増毛当別線暑寒道

路環境影響調査報告書」, 1992.
北海道開発局稚内開発建設部「サロベツ川流域自然環境調

査総合報告書　上サロベツ編」, 1999.
北海道開発局稚内開発建設部「サロベツ川流域自然環境調

査総合報告書　下サロベツ編」, 1999.
北海道開発局稚内開発建設部「稚内空港整備事業環境影響

評価報告書」, 1983.
北海道開発コンサルタント株式会社「滝野公園植生および

土壌調査報告書」, 1978.
北海道環境科学研究センター「コウライキジ分布調査報告

書」, 1995.
北海道環境科学研究センター「「すぐれた自然地域」自然

環境調査報告書　大雪山・日勝圏域」, 1995.

北海道環境科学研究センター「「すぐれた自然地域」自然
環境調査報告書　道南圏域　道央圏域」, 1993.

北海道環境科学研究センター「「すぐれた自然地域」自然
環境調査報告書　道北圏域17地域　道央圏域２地域」, 
1994.

北海道企画開発株式会社「（仮称）大沼国際リゾートヴィ
レッジ建設工事に係る環境影響調査書」, 1993.

（社）北海道自然保護協会「狩場茂津多道立自然公園総合
調査報告書」, 1989.

（社）北海道自然保護協会「知床横断道路に係る自然環境
保全緊急対策調査報告書」, 1983.

（社）北海道自然保護協会「道立自然公園総合調査（野付
風蓮道立自然公園）報告書」, 1987.

（社）北海道自然保護協会「道立自然公園総合調査（檜山
道立自然公園）報告書」, 1988.

北海道生活環境部自然保護課「知床半島自然生態系総合調
査報告書（動物篇）」, 1981.

北海道生活環境部自然保護課「野生鳥類環境適応性調査報
告書　ウトナイ沼」, 1984.

北海道生活環境部自然保護課「野鳥生息環境実態調査報告
書　ウトナイ湖」, 1980.

北海道生活環境部自然保護課「野鳥生息環境実態調査報告
書　クッチャロ湖」, 1975.

北海道生活環境部自然保護課「野鳥生息環境実態調査報告
書　トウフツ湖」, 1975.

北海道千歳市,（株）千歳美々ワールド「千歳美々プロジ
ェクトに係る環境影響評価書」, 1993.

北海道電力株式会社「砂川発電所４号機環境影響調査書」
, 1979.

北海道電力株式会社「滝里発電所設置計画に係る環境影響
評価書」, 1995.

北海道電力株式会社「十勝川水系上流地域の生態調査報
告書　XVI　富村発電所建設の事後生態調査（1993）」, 
1995.

北海道電力株式会社「森発電所　修正環境影響調査書」, 
1981.

北海道文化財保護協会「エゾシマフクロウ、クマゲラ特別
調査報告書」, 1977.

北海道保健環境部「野生動物分布等実態調査報告書　ヒグ
マ・エゾシカ個体数調査」, 1991.

北海道保健環境部自然保護課「野生動物分布等実態調査報
告書　クマゲラ生態等調査報告書」, 1990.

北海道保健環境部自然保護課「野生動物分布等実態調査
報告書　シマフクロウ・クマゲラアンケート調査結果」, 
1990.

北海道保健環境部自然保護課「野生動物分布等実態調査報
告書　シマフクロウ生態等調査報告書」, 1990.
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北海道林務部「日高山脈学術調査報告」, 1970.
（財）前田一歩園財団「阿寒国立公園の自然1993　（財）前

田一歩園財団創立16周年記念」, 1994.
三菱地所株式会社「フォーラムパーク厚真開発事業に係る

環境影響評価書」, 1995.
レブンクル自然館「礼文島の野鳥　野鳥確認リスト　Vol.10
　1994年～ 2003年」, 2004.

（以上、99文献。）

２．３　文献リスト（雑誌・会報等）
川崎康弘：オホーツク野鳥観察記録データファイル2007, 

2007.
日本野鳥の会札幌支部：カッコウ, Vol.6 ～ 349，1980 ～

2012.（Vol. 9, 12, 17-18, 21-24, 26-31, 33-88, 90-100, 102-
110, 124は未入力）

日本野鳥の会小樽支部：あおばと, Vol.1 ～ 132，1988 ～
2012. （Vol.7, 10, 14, 15, 17, 29-34, 54, 55, 77-88, 105-107,  
114は未入力）

日本野鳥の会釧路支部:日本野鳥の会釧路支部（368号から
「ホシハジロ」に改称）, Vol.95～386, 1986～2012. （Vol.165, 
363, 382-383は未入力）

日本野鳥の会滝川支部：あかもず, Vol.13 ～ 42, 1992 ～ 2012.
（Vol.18-22, 27-30, 32-33, 39は未入力）

日本野鳥の会十勝支部：十勝野鳥だより, Vol.1 ～ 177，
1977 ～ 2012. （Vol.50, 100, 150は未入力）

日本野鳥の会道北支部：オロロン, Vol.11（1）～ 36（1）,
　1987 ～ 2012. （Vol.12（2）, 12（4）, 14（3）, 15（1）, 19（1）,
　19（5）-20（2）, 22（1）-22（2）, 23（1）-23（2）, 24（1）

-24（2）, 24（4）-25（1）, 25（3）, 26（1）-26（2）は未入力）
日本野鳥の会オホーツク支部：Bird Call ばあどこおる,
　Vol.2 ～ 222, 1987 ～ 2005. （Vol. 7, 12-21, 23-39, 43, 86-

102, 153, 167は未入力）
北海道：第６回自然環境保全基礎調査 生物多様性調査 生

態系多様性地域調査（湿原生態系調査）報告書－北海
道夏鳥調査－平成14 ～ 15年度（北海道の調査・報告書
未掲載詳細データ）, 2003.

北海道：自然環境保全基礎調査 生物多様性調査 種の多様
性調査（報告書作成用の北海道調査データ）, 1997.

山田雅仁：サロベツでの未公表観察記録, 2002.
山田雅仁：北大構内での未公表観察記録, 2003.

（以上、12文献。）

３．データベース作成上の留意点

　分布ＤＢを作成するにあたり、特に留意したのは次の２
点である。
　まず、野生生物種の分布に関する「位置データの記録方

法の統一」である。現地調査で野生生物種が観察された位
置を文献等に記録する方法は統一されておらず、詳細な緯
度経度が記録されている場合から、大まかな地図や地名の
みが記載されている場合まで、様々な精度のものが混在し
ている。このため、分布ＤＢは様々なスケールに対応する
必要があった。そこで、これらの位置データは、緯度経度
を基準に分割したメッシュにコード番号を付したメッシュ
データとしてデータベース化し２）、メッシュの地図として
全道の分布を示すことができるよう、データを整理してき
た。その際、精度の差異に対応するため、メッシュデータ
の大きさについては約１km四方（ＪＩＳ第３次地域区画。
日本測地系による「地域メッシュコードＮ」８桁）、約５
km四方（ＪＩＳ５倍地域メッシュ。同７桁）、約10km四
方（ＪＩＳ第２次地域区画。同６桁）を併用し３）４）、ポイ
ントデータはメッシュでも、小さなメッシュデータは大き
なメッシュのデータでも検索・表示が可能となるようデー
タの持たせ方を工夫した。
　もう１つの留意点は、「種の名称の統一」５）である。種
の名称には学名と和名が用いられるが、鳥類などのように、
学会によって学名に対応する和名が標準和名として整理さ
れている分類群もあれば、植物のように学会による整理が
ない分類群もある。標準和名とは別の和名（異名）が広く
使用されている、あるいは地域によって多様な異名が使用
されることもあり、文献によって使用される名称が異なる。
また、専門家や時代によって分類の見解が異なり、どの見
解に沿った記載なのかを検討の上、その名称が示す生物を
判断しなければならない場合もある。それらを的確に整理
する必要があり、多大な労力が必要となっている。そこで、
学名・和名に関する種目録データベースを作成し、種名の
テーブルの中に「この学名（和名）は○○の学名（和名）
の異名」などの参照情報をコードで持たせ、種の分類上の
見解が異なる場合でも、見解に対応した分類に沿って分布
を示すことができるデータベースとしている。なお、種目
録データベースの構造については、日野間６）を参考とした。
　このような方針に沿って、文献から得られる情報（主に、
いつ、どこで、どの種が観察・記録されたか）を入力して
きた結果、現在では、約２百万件の分布情報が集約され、
ＧＩＳを用いた各種解析が可能なデータベースとなってい
る。

４．鳥類データの概要

　分布ＤＢのうち、鳥類に関するデータは次のとおりであ
る。まず、種情報（鳥類）テーブルでは、日本鳥学会「日
本鳥類目録改訂第６版」７）に基づき、島嶼を含む日本全
土で記録されている種・亜種の情報を整理した。同書に掲
載されていない種・亜種が文献に記載されている場合には、
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当該種・亜種をこのテーブルに追加しているため、種・亜
種の総数は日本鳥学会７）よりも多く1,096種・亜種となっ
ている。種情報（鳥類）テーブルの主な項目は、科・種・
亜種などの分類コード、和名、学名、正名・異名の区分、
北海道レッドデータブック2001等のレッドリスト類でのカ
テゴリー、種の保存法等の法指定状況、分布情報の公開の
考え方等である。
　調査情報（鳥類）テーブルでは、調査区分（現地・文献・
標本の別。大半は文献。）、種のコード、分布確認地点のメ
ッシュコード・緯度経度・市町村コード、確認者、同定者、
確認年月日、調査方法、確認物、文献の場合は文献コード
等となっている。分布確認地点の対象地域は、北海道内（北
方領土を除く）となっている。また、分布確認地点のメッ
シュコードは、データにより判別できたメッシュの大きさ
が異なるためデータに応じて６桁から８桁の場合がある。
緯度経度は、詳細の地点情報がある場合のみ入力されてい
る。
　その他、文献名を整理したテーブル、市町村名を整理し
たテーブル等から、鳥類の分布ＤＢは構成されており、デ
ータ及び文献リストの整理が済んだ部分を、今回「北海道
野生生物分布データベース（鳥類）2013」として取りまと
めたものである。
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“Hokkaido Wildlife Distribution Database”
managed by Hokkaido Institute of Environmental　
Sciences : Outline and Bibliography of Birds.

Satoru Ono, Rie Kitagawa, Katsumi Tamada

　A distribution database of terrestrial animals and 
plants inhabiting Hokkaido （HDB） has been compiled 
since 1994 by the Institute of Environmental Sciences, 
HRO. The HDB is based on about two million records 
from many reports, articles, and other literature.
　The aim of this study is to publish a literature list 
of 2013 editions for the bird HDB, which has many 
opportunities for extensive use. Moreover, we described 
the compiling process and outline of the HDB.
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